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到着した送迎パスから降りてくる利用者の顔は満面笑み、それだけこの施設に対
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の強要に合わせて惰線的な躍りが披露された

にこにこペースで健康づくり

健康づくり教室
「激しい連動よりもにこにこしなからできるウオーキ

ングなどの軽い運動を生活の中に取り入れることが健康

の秘げっです」こんな勉強をしたのが、遼質保健所の健

康づくり教室。9月29日から計5回の日程で行われたこ

の教室は、その名もスマート教室。「最近ちょっと太り

気味で・・・」といった人ばかりではないのですが、町

民42人が参加し、遠従町中央公民館なとで講話や実技の

講習を受けました。
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優勝した石松さんくま、息子さんの正築くんと親子で参加
こん　に　　　コイは初めてで　　　　れしい

大会新記録、符．5センチのコイ
遠賀ふれあい釣り大会

11月3日恒例の「遠賀ふれあい釣り大会」。こ

としも、町内外から約1300人の太公望が訪れ、

秋の一日をフィッシングで満喫しました。今年、
一般コイの部で優勝したのは、木守の石松忠雄

さん。コイの大きさは何と755センチ。過去5

回の歴史をもつこの大会で、最高の大物でした。
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約2万人ふるさとの祭に醇う

遠賀郡農業祭

「つかめないなら、かきだせ、かきだせ」とば

かりにシャツをびしょぬれにしなから「狙った

えものは逃がさない」。これは11月19、20日芦原

競艇場で行われた農業祭の一一こまです。毎年恒

例のコィ、ウナギのつかみどりは、子ともたち

に大人気。自分の手で捕まえた川魚の料理の味

は格別だったことでしょう。

かくしゃく人生花ざかり。

ぴかぴかの公民館でお酒も進む
旧侍医で1か月半遅れの敬老会

10月23日落成式を終えたばかりの旧停公民館で、10月30日

区の敬老会がありました。新しい公民館を真っ先にお年寄り

に利用してもらおうと、まず最初に催された行事がこの敬老

会。「敬老」の文字通りお年寄りを敬う、主催者の気持ちの

表れかもしれません。新しい公民館で迎える敬老会に約50人
の参加者の喜びもひとしお。こころなしかお酒がいつもより

進んでいたようです。
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は：il　　　　　　　　　　　　　　　　　∃∴∴∠ゝ　’、 � 工手 罫謹言七二弼所悪さ只管贅若鳥教 しあに込℡〒教し定員行校勘、大人育 

てて行用0812育’の　改良の地は　改 請先く紙9福庁平申　相、国方応　革 

求明かは2問答成込談教家公募に 轟輔弼擬緑薫 
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「
つ
と
い
の
会
」
の
参
加
者
募
集

2
月
1
7
日
ま
で
に
登
録
を

㈱
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は

「
つ
と
い
の
会
」
　
（
身
体
障
害
者
集
団

見
合
い
）
　
を
3
月
5
日
、
福
岡
市
立
女

性
セ
ン
タ
ー
「
ア
ミ
カ
ス
」
で
行
い
ま

す
。
参
加
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
今

回
は
2
月
1
7
日
ま
で
に
登
録
し
た
人
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

●
登
録
受
付
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

●
必
要
書
類
　
結
婚
相
談
申
込
書
、
住

民
票
謄
本
　
（
再
婚
の
場
合
は
戸
籍
謄

本
も
必
要
）
、
写
夷
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
写
し
、
印
鑑

●
申
し
込
み
　
福
岡
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
　
〔
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一

－
ニ
ー
二
二
℡
0
9
2
　
（
1
5
1
）

3
2
3
9
〕

国
土
の
緑
化
に
参
加

緑
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

2
月
2
4
日
ま
で
に
直
方
営
林
署
へ

「
緑
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
」
は
、
一
口
五

十
万
円
で
国
有
林
の

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
立
木

の
共
有
者
と
な
っ
て

い
た
だ
き
、
伐
採
時

に
木
材
販
売
収
益
の

分
配
を
受
け
る
制
度
で
す
。
万
一
に
備

え
五
十
万
円
の
負
担
の
中
で
森
林
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
安
心

です。

●
募
集
場
所
・
口
数
　
嘉
穂
郡
筑
穂
町

山
口
三
部
山
国
有
林
＝
十
七
口

●
募
集
期
限
　
2
月
2
4
日

●
申
し
込
み
∴
南
方
営
林
署
総
務
課

℡
0
9
4
9
2
　
（
6
）
　
4
0
4
1

※
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
い
つ
で
も
現

地
を
案
内
し
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
反
映
さ
せ
ま
す

教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
募
集

申
し
込
み
は
福
岡
県
教
育
庁
へ

文
部
省
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
要

望
な
ど
を
教
育
改
革
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
立
案
・
検
討
・
具
体
化
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
教
育
改
革
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
福
岡
県
内
で
十
六
人

●
依
頼
期
間
　
二
年



シリーズ・遠賀町ふるさと探訪は休みました。

インディアカ大会
10月30日、町内の16チーム（うち男子6チーム）が

参加して、勤労者体育センターでインディアカ大会が

行われました。ニュースポーツとして脚光をあひるイ

ンディアカですが、この町では約10年の歴史がありま

す。キャリアの長い選手たちのスピード感あふれるプ

レーは圧巻でした。

大会の結果

口男子の部①遠賀川インディアカクラブA②浅木A

□女子の都①セレクションファイブ（D遠賀川インディ

アカクラブ

少年柔道大会
遠賀町少年柔道大会は、町内だけでなく近隣の市や

町からも約80人の選手が参加し11月6日、第一武道場

で行われました。

郡内では圧倒的な強さをほころ遠質町青少年柔道ク

ラブは、地元でも大健闘。団体戦でAチームが優勝、

Bチームも3位の成績をおさめました。

個人戦の結果（敬称略）

口幼年の部①安藤雄一節②小田盲犬口小学1年②松田
一輝口同2年②松田啓悟③村田秀太餌□同3年（D松山

博軽口同4年①平田鷹司（②石松真口同5年①高崎線臣
（D山口芳広③柴田恭一郎口同6年①鶴崎弘樹③谷口大

輔

57籾（＋11）

lg倣（十g）

葵湖同調の
強挫　ノノ闘

発奮◆′。、Tl⑨

発行　福岡県遠賀郡遠質町大字今古質513連館町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社　ペイジ

短
歌
（
お
ん
が
鐙
歌
会
除
草
）

河
中
　
描
き
選

彼
帯
と
は
何
辺
を
さ
す
や
夕
凪
に

怪
し
く
揺
れ
る
彼
岸
花
の
詳
高
崎
　
佳
子

今
は
亡
き
千
の
植
え
た
る
彼
雄
花

今
年
も
極
は
り
白
じ
ろ
咲
け
り

久
野
き
よ
の

彼
岸
花
稲
田
を
か
こ
み
て
群
れ
咲
く
が

夕
日
の
色
に
染
み
て
翳
な
し
高
崎
　
咲
江

山
間
の
稲
田
．
枚
一
枚
を

紅
ふ
ち
ど
り
て
嬰
珠
沙
鮮
咲
く

一
日
　
房
子

．
瑳
ふ
く
む
と

人
は
言
え
と
も
受
珠
沙
拳

あ
や
し
く
赤
き
花
を
咲
か
せ
り

大
場
　
房
江

俳
句
へ
遠
賀
俳
奏
句
会
紗
）

池
田
　
幸
利
運

庭
先
に
農
衣
の
乾
く
却
顕
花小
野
多
恵
子

教
珠
玉
の
風
さ
わ
さ
わ
と
隙
の
移
る

末
永
キ
ミ
枝

稲
田
逆
墓
参
の
女
と
行
き
道
ふ
岩
萩
　
信
江

先
人
の
治
水
を
伝
へ
稲
敷
る
る
玉
野
　
信
彦

烏
瓜
も
っ
と
も
陥
没
深
さ
と
こ
ろ

芳
野
　
宏
子

園
田
回
国

菓
取
材
で
、
あ
る
方
か
ら
　
「
数
年
前
、
こ

の
町
に
越
し
て
来
て
ま
ず
誘
い
た
の
か
、
〝
広

報
紙
の
お
粗
末
さ
〟
だ
っ
た
」
と
腰
し
い
意

見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

言
葉
は
、
確
か
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
な
に
よ
り
の
発
奮
材
料
に

な
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
　
〝
お

肌
太
さ
〟
を
解
消
で
き
る
か
。
「
読
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
見
て
い
た
だ
く
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
」
そ
う
思
い
、
名
作
コ
ピ
ー

で
見
出
し
の
研
究
、
雑
誌
に
い
い
レ
イ
ア
ウ

ト
が
あ
っ
た
ら
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
そ
し
て
、
写

真
の
勉
強
。
「
で
き
る
だ
け
写
真
を
大
き
く

と
り
、
文
章
は
短
く
要
領
よ
く
」
　
こ
ん
な
気

持
ち
で
編
集
し
た
広
報
紙
を
今
年
の
1
0
月
、

両
日
本
新
聞
社
の
編
集
部
の
方
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
た
き
ま
し
た
。
「
写
真
だ
っ
て
立

派
な
記
事
で
す
っ
あ
な
た
の
考
え
は
間
違
っ

て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
、
そ
の
方
。
ホ
ノ
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
の
こ
と
、
町
で
　
「
あ
な

た
が
広
報
作
っ
て
る
の
、
見
や
す
く
な
っ
た

ね
。
頑
張
っ
て
ね
」
と
女
億
の
方
か
ら
ひ
と

こ
と
。
こ
の
仕
事
に
「
し
あ
わ
せ
」
を
感
じ

た
瞬
間
で
し
た
。
（
英
）

地
域
の
た
め
に
…
広
織
お
ん
が
は
、

古
紙
混
入
率
三
〇
％
の
再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す


